
人材育成（サポーター養成講座・地域アドバイザー業務等） 事業開始年度

福岡県 鞍手町 生活支援体制整備事業 令和2年度

福岡県 宗像市 地域介護予防活動支援事業 令和2年度

熊本県 熊本市 地域介護予防活動支援事業 令和３年度

福岡県 糸島市 サポーター養成講座 平成28年度

福岡県 筑前町 生活支援体制整備事業 令和元年度

佐賀県 江北町 生活支援体制整備事業 令和2年度

脳若トレーニング（評価事業含む）

福岡県 豊前市 介護予防普及啓発事業
オンライン介護予防教室（タブレット貸与型） 平成27年度

山口県 下関市 オンライン介護予防教室（タブレット貸与型） 令和5年度

福岡県 桂川町 介護予防普及啓発事業 平成27年度

福岡県 岡垣町 認知症予防事業 平成26年度

福岡県 筑前町 介護予防普及啓発事業 令和元年度

福岡県 新宮町 一般介護予防事業 平成24年度

佐賀県 吉野ヶ里町 認知症地域ケア向上事業 令和元年度

その他

福岡県 筑前町 認知症サポーター活動促進事業（チームオレンジ立上げ） 令和5年度

千葉県 白子町 介護予防サポートリーダー支援に係るソーシャルメディア運用業務 令和5年度

群馬県 邑楽町 デジタルデバイド解消事業構築事業 令和6年度

令和6年度 活動報告
講演会・主なセミナー実績

主な活動実績

R6年８月２日 宗像市（高齢者支援課主催）
  演題：ITでつながる介護予防セミナー

     10年後の自分や家族・地域のために今、やっておくこと～人生をもっと豊かにするヒントがあります～

R6年８月５日 福岡県鞍手町（地域包括支援センター主催）
テーマ：LINE を使った認知症予防「脳若365」について

R6年2月10日 千葉県白子町（健康福祉課主催）
   演題：「人生100年 スマホで長生きのはなし」
R7年３月３日～7日    福岡県鞍手町（地域包括支援センター主催）

テーマ：コミュニケーション技術・メンタルヘルスについて
R7年3月21日       群馬県邑楽町（福祉介護課主催） 認知症サポーター チームオレンジ説明会

テーマ：LINE を使った認知症予防「脳若365」について
R7年3月23日       福岡県福智町（福智町社会福祉協議会主催）
        演題：10年後の自分や家族・地域のために今、やっておくこと



主な活動内容

【福岡県 筑前町】
地域アドバイザーとして筑前町社会福祉協議会
と協力して担い手育成をサポート。協議体の開催、
チームオレンジ発足も手掛ける。知っ得マップ活用
中であり、R6年度は区長、ケアマネージャー向け
のアンケート調査を集計・分析した。
【福岡県 宗像市】
サポーター養成講座の出口を「ゆめクラブ応援団」
とし、講演会からの人材発掘・育成の流れで7期
を迎える。半期に1度の合同定例会で地域資源
（道具箱）の見える化とリアルマッチングを行う。
【福岡県 鞍手町】
地域で活躍する介護予防サポーターやボランティ
アと協働し高齢者の生活支援を推進。ポイント事
業活用でサポートリーダーを育成。
【佐賀県 江北町】
へそのまちお助けサポーターの情報共有の場として
のICT活用。生活支援のマッチングはLINEを活用
し、生活支援コーディネーターとカスタマーセンター
で行っている。
【千葉県 白子町】
健康福祉課および社会福祉協議会と連携しICT
を活用した地域活動を支援している。住民を中
心にLINEを通して年間55回のイベント情報等を
配信した。介護予防講演会を開催し、期末に脳
若365についてのアンケートを行った。
【群馬県 邑楽町】
デジタルデバイド解消事業構築事業として町の介
護予防サポーター、認知症サポーター（チームオ
レンジ）等町の地域資源を見える化。

【熊本市 介護予防サポーター事業（地域資源マッチング）】
熊本市介護予防サポーターは毎年養成講座を開催し、現在400名の登録者

が存在する。令和6年度は91名の新規登録があり、オンライン開催等ICT活用
を推し進めたことから若い層のサポーターの増加が見られた。

【LINE公式アカウント脳若365 自治体運用版】
地域住民の自らの介護予防および介護予防サポーター、サポートリーダー等のボランティアによる「通いの場」の運営と活性化、
買い物支援等生活支援のマッチング、知っ得マップによる地域資源の見える化等、地域の実情にあわせた活動支援は、経
験豊かな当会スタッフによる定例会開催支援、担当者ミーティング、研修会開催などを通じて計画・実施され、地域包括支
援センターや社会福祉協議会と連携しながら、高齢者の主体的な社会参加促進と生活支援の充実を目指しています。

サポーターの活躍の場を
拡げる為、令和5年10月よ
り18カ月間の地域資源マッ
チングの試行を実施してい
る。熊本市福祉課や地域包
括支援センター（ささえり
あ）と連携し、「通いの
場」や「生活支援」の2種
類のニーズを既存のサポー
ターへ通知し、マッチング
を行っている。令和6年10
月よりサポーターと繋がっ
ているLINEからマッチング
システムの活用をはじめた。
その結果、成立したマッチ
ング案件数は200件を超え、
一定の効果をあげた。※R7年度内閣府「多世代参画による地域活力プラットフォーム構築調査事業に採択。

（熊本市多世代おたがいさまネットワーク構築 事業）
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